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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
３ページをご覧ください。
今回県管理河川を本協議会に追加する理由について説明いたします。

平成27年９月の関東・東北豪雨災害による甚大な被害の発生を受け、平成27年12月に社会資本整備審議会会長から国土交通大臣に対して「大規模氾濫に対する減災のための治水対策のあり方について」が答申されたことを踏まえ、国土交通省では「水防災意識社会再構築ビジョン」を取りまとめました。
北上川水系では平成25年9月洪水など近年でも大きな洪水が度々発生しており、国・県・市町村の防災関係機関の連携による危機管理対策に取り組むことが必要となっていました。
こうしたころから、昨年５月に、本協議会を設立し、国が管理する北上川上流において概ね５年で実施する取組等について決定したところです。

平成28年8月の台風第10号により、岩泉町の小本川が氾濫し甚大な被害が発生したことなどを踏まえ、県管理河川においても河川管理者及び市町村等の関係機関が連携・協力して減災の為の目標を共有し、ハード対策とソフト対策を一体的かつ計画的に推進するために、本協議会にて検討を進めるものです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
４Ｐをご覧願います。

大変細かい図面で申し訳ありませんが、県管理河川も加えた河川の位置を表した図になります。

また、４Ｐから６Ｐにかけて北上川上流圏域にある県管理河川を記載しています。
岩手県全体で県管理河川は312河川ありますが、そのうち半数以上の184河川が当該圏域に位置しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここからは現在県で考えている取組について説明いたします。

８ページをご覧願います。

ここからは、県や市町村で取り組みたいソフト対策等について説明いたします。

まずは、安全な避難行動の取組を進めるため、県では水位周知河川の指定を推進したいと考えています。右の図で赤い線で記載された河川が現在水位周知河川に指定されているところです。青い線は国が指定する洪水予報河川をなっています。

水位周知河川を簡単に説明しますと、洪水により相当な被害を生ずる恐れがある河川を河川管理者が定めた河川のことで、指定された河川においてあらかじめ定めた、避難判断水位や氾濫危険水位に当該河川の水位が達した場合に、市町村の皆様等にお知らせすることとなっています。

県全体では28河川32区間が指定されていますが、指定の拡大を進めるものです。

指定する基準として、従来は、「人口や資産が集中する区間」、「過去に浸水被害が発生した区間」、「防災に関するニーズが高い区間」としていましたが、現在は「防災拠点（役場等）を含む区間」についても検討を行い、各構成員の皆様の意見を伺いながら、平成29年12月までに水位周知河川の指定５か年計画を策定したいと考えています。

また、水位周知河川に指定した河川については、洪水浸水想定区域の指定も進めて参ります。

市町村の皆様においては、洪水浸水想定区域の指定を受けて、ハザードマップを作成するなど、住民に対して水害リスク情報を周知する取組を進めていただきたいと思います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
29ページをご覧願います。

タイムラインの作成についてです。

災害が発生すると、限られた時間の中で、的確に行動することが必要となります。

このため、災害が発生することを前提として、「いつ」、「誰が」、「何をするのか」といった行動をあらかじめ時系列に整理しておく必要があると考えています。

県としては、全ての水位周知河川において、タイムラインを作成し、運用を開始したいと考えています。

現在、県で各水位周知河川のタイムライン案を作成しています。後日、作成したタイムラインを送付しますので、市町村、土木センターにおいて内容の修正等していただき、運用を開始したいものです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
30ページをご覧願います。

次はホットラインの構築についてです。

台風第10号の対応時に、県から伝達した水位到達情報が、市町村長に伝わらず、避難勧告の発令がないまま被害の拡大を生じる事態が発生しました。

このような経験をふまえ、水位周知河川において、避難判断水位を超過又は超過のおそれがある場合に、河川管理者から市町村長へ直接電話連絡する体制を構築し、６月から運用を開始したいと考えています。

下の図をご覧願います。
水位が上昇していきますと、まず、水防団待機水位に到達した際に、県から市町村にＦＡＸ送信があります。
次に氾濫注意水位、これは水防団の出動の目安となる水位ですが、この水位に達した場合にも、県から市町村にＦＡＸ送信があります。
また水位が上昇し、避難判断水位、これは避難準備・高齢者等避難開始の発表の目安となる水位ですが、これに達した場合、これまでは県から市町村にＦＡＸ送信のみしていましたが、これに加えて、ホットラインを実施するものです。

例えば、盛岡市の簗川の水位が避難判断水位を超過した時に、河川管理者である県の盛岡広域振興局土木部長から盛岡市長に、直接電話連絡することとなります。

先日、各連絡担当者様あてにホットラインの構築について、依頼させていただきましたが、
ホットラインの複線化を図るため、連絡者は第１順位から第３順位までの３名としたいこと、連絡先は原則携帯電話としたいと思います。

よろしくお願いします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
31ページをご覧願います。

県では水位周知河川のほかに、岩泉町の小本川や山田町の関口川の計33箇所に水位監視カメラの設置し、今年度内に岩手県河川情報システムにより配信を開始したいと考えています。

右下のような河川の画像を配信する予定です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
12ページをご覧願います。

これまではソフト対策について説明していきまいたが、ハード対策についても進める必要があると考えています。

各構成員の皆様の意見を伺いながら、今後実施するハード対策について整理していきますので、よろしくお願いします。
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